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今月は『職業奉仕月間』

『よりそう奉仕・ロータリー 』
地区年度テーマ

国際ロータリー第 2620 地区
2024-25 年度 ガバナー 小泉 久司 （甲府西 RC）

　あけましておめでとうございます。本年も何卒よろしくお願い申し上げます。

　先月は痛ましい事件も多く、物々しいニュースにあふれた年末でございました。
　国外に目を向けましても、ロシアによるウクライナ侵攻やイスラエル、シリアなど、情勢は依然とし
て混沌としております。このような状況の中で、私たちはロータリーの活動に力を合わせて取り組み、
少しでも平和の構築へ寄与できれば幸いに存じます。

　今年の干支は「乙巳（きのと・み）」です。
　干支は、甲乙で始まる十干と十二支の組み合わせで、全部で 60 通りですがその 42 番目。そして乙
は、十干の 2番目で、植物の成長に例えると、「種子の殻を突き破り、芽を出す状態」を意味します。

　「乙」は植物がこれから成長していく状態、「巳」は植物が最大限まで成長した状態を表しています。
この両極端の状態を組み合わせた乙巳は、これまでの努力や準備が実を結び始める時期を示唆してい
ます。希望を持ってまい進してまいりましょう！

　今年度も折り返し地点になりました。
　10 項目の地区目標を改めて確認いただきたいと思います。
　また、ロータリークラブ・セントラルの目標管理もしっかりと
進めてください。6月 21日から始まるカルガリー国際大会では、
多くの会員の皆様と共に楽しく有意義なひと時を過ごしたいと
思います。



　

1 月は職業奉仕月間

　さて、1月は職業奉仕月間です。『2022 年手続要覧』の 2ぺージから 5ぺージの「ロータリーの
基本理念」、そして『国際ロータリー章典』の 48 ぺージの 8.030. 職業奉仕の基本原則を改めてご確
認いただきたいと思います。
　シカゴで開かれた第 1回ロータリー大会で、アーサー・フレデリック・シェルドンが行った演説
「他者に対する正しい経営の科学のみが引き合うのだ。経営とは人間的な奉仕の科学である。その
仲間に最もよく奉仕する者が最も多く報いられる」を基に 1911 年、オレゴン州ポートランドで開催
された全米ロータリークラブ連合会の第 2回ロータリー大会で「He Profits Most Who Serves Best」
（現在は「One Profits Most Who Serves Best」）がロータリーの標語として承認されました。「超我
の奉仕」とともに職業奉仕の理念に通じるロータリーの標語です。
　また、「四つのテスト」や「ロータリーの目的」「五大奉仕部門」などもこの機会に読み返してく
ださい。なお、ＲＬＩパート 1 には倫理と職業奉仕のセッションがございますので、いろいろな方
との意見交換と学びの場として参加されることをお勧めいたします。2月 9 日に Zoom で開催され
る予定です。

2 月 15 日に地区危機管理セミナーをオンラインで開催

　地区危機管理セミナーを 2月 15 日、Zoom で開催いたします。「ロータリアンの行動規範」にも
示されているように、リスクマネジメントへの認識を高める重要性が増しておりますので、このよ
うな機会を設けさせていただきました。事例などもお示ししながら、さまざまなリスクマネジメン
トについて、地区危機管理委員長から情報を共有させていただきます。多くの皆様に気軽に参加し
ていただければ幸いです。

ＲＩＤ2610 令和 6年 9 月能登半島豪雨災害支援へのご協力御礼

　ガバナー会を通して、国際ロータリー第 2610 地区
（金沢・富山）から「令和 6年 9 月能登半島豪雨災害
支援」の要請が届き地区内クラブへ支援金の依頼をさ
せていただいたところ、2024 年 12 月 16 日までに 64
ＲＣから合計 2,846,755 円の支援金が寄せられました。
　支援金は、ＲＩ第 2610 地区能登半島地震・豪雨復興
支援推進本部へ 2024 年 12 月 20 日に送金させていた
だきました。各クラブにおかれましては、迅速にご対応
いただき、深く感謝申し上げます。
　ご協力いただき、ありがとうございました。

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す！



「ロータリーカード特別賞」受賞。中村ＰＤＧが表彰盾を受け取られました！

　第53回ロータリー研究会2日目の 2024年 12月 15日、当地
区は 2023-24 年度「ロータリーカード特別賞」を受賞し、中村
皇積パストガバナーがステファニー Ａ. アーチックＲＩ会長か
ら表彰盾が授与されました。
　ダイナーズクラブと当地区が店舗契約を結び、ダイナースロ
ータリーカードで地区資金を支払う仕組みを構築し、ロータリ
ー財団のポリオプラス寄付へ寄与したことが高く評価されました。

　『ロータリーの友』1 月号の「私のロータリーのマジック」
に渡邉脩助パストガバナーの寄稿が掲載されました。
　心に残る温かいストーリーでございます。皆さんもぜひご一
読ください。

　2024 年 11 月 23 日に南アルプスロータリークラブ創立６０周年記念式典・後援会・祝賀会がブライ
ダルホール魚覚で開催されました。当日は南アルプス市長の金丸一元様、南アルプス警察署の佐野浩一
様を始め行政関係の皆様が多く出席されていました。
　記念式典終了後の記念講演では小谷孝子様が広島での被爆体験を腹話術を使ってお話されました。
当日は「公開例会」を開催して一般の方々や子供たちに参加していただき、被爆体験の話を聞く機会
を設け、原爆の怖さを知り、平凡でも普段の生活がいかに尊いか愛する家族と暮らせる毎日がどんな
に幸せなことか深く感じる機会となりました。
　その後、ロータリアンとの祝賀会では 60 周年の思い出を語り合い楽しいひと時を過ごしました。

今月も
チェック！

「ポリオデージャパンサイト」内に「ロータリーカード」のページが新設

　「ポリオデージャパンサイト」内に、「ロータリーカード」の
ページが新設されました。
　クラブ内におけるロータリーカードの周知にも役立ちますの
で、ぜひご確認ください。

https://www.endpoliorotary.club

ポリオデージャパンサイト

https://www.endpoliorotary.club/rotarycard

ロータリーカードのページ



　2024 年 11 月 24 日に甲府南ローターアクトクラブ
創立 45周年記念式典が甲府商工会議所で開催されま
した。当日は地区役員を始め、提唱ロータリークラブ
の会長、委員長そしてローターアクトクラブのメンバ
ーなど 35 名ほどが出席をされました。

　アイスブレイクではローターアクトのメンバーに
よるオモシロダンスが披露され、場の雰囲気が一気
に和やかになりました。
　その後、甲府南ロータリークラブのゲストスピー
カー 10 名より 45 周年の歴史を振り返り、今後の活
動についてのお話などがありました。甲府南ロータ
ーアクトクラブのメンバーからはこれからの活動に
ついての意気込みを感じる話を聞くことができました。
その後、懇親会場に場所を移動して参加者全員が和
気あいあいの時間を過ごすことができました。

式典の冒頭で、祝辞を述べさせていただき
ました。

甲府南ロータリークラブ 望月瑠華会長より
ご挨拶をいただきました。

ローターアクトのみなさんによる『オモシロダンス』

　2024年 12月 8日、静岡県伊東市桜木町のひぐらし
会館で静岡第１グループのインターシティーミーティ
ングが開催されました。伊東市長様、稲葉ガバナー
エレクトを主賓に迎え、メンバー175名が出席しました。
　基調講演では「よみがえらせよう・わが街『伊豆』」
をテーマに伊東市内で不動産業を営む足達聖也社長
の空き家を活用した民泊等の話を伺いました。
　懇親会は場所を移し、ホテル暖香園にて行われ、
芸者衆の踊りや三味線が披露されました。最後は大
変珍しい三味線生演奏での「手に手つないで」で友
好を深めました。


